参議院議員模擬選挙　　事前学習用レジメ①（Ｍ１・２）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
○選挙について（導入ですので、簡単に。選挙にいくことの意義はまとめにもってきてもいいと思います。）
・民主主義…みんなで話し合い、決定するやり方。
　・国民全員で話し合いをするわけにはいかないので、代表者を選挙で選び、国会で話し合ってもらう。多数決の原理が採用されているが、少数意見の尊重も大切。

　・選挙は自分たちの国や生活の将来を決める大切なもの。

○選挙の歴史、原則について
　・選挙の歴史（実施年）
　　第１回　1890年　直接国税15円以上を納めた25歳以上の男子、（人口比1.13％、45万人）
　　　　　　　　　　初めは制限選挙だった

第16回 1928年　25歳以上のすべての男子

　第22回 1946年　20歳以上のすべての男女、女性にも参政権が。（人口比51.2％、3688万人）

・選挙権
　　現在は衆参ともに20歳以上。被選挙権は衆議院は25以上、参議院は30歳以上。
・選挙の原則
　　（１）普通選挙･･･年齢以外の用件で選挙権の有無を差別しない（歴史的には男性のみの場合でも普通選挙とみなされていた）。逆は制限選挙。
　  （２）平等選挙･･･1人1票。1票の価値が同じ。
　　（３）直接選挙･･･自らの意思に基づき、本人が代表者を選ぶ。
　　（４）秘密選挙･･･無記名で投票。誰に入れたのかは秘密にされる。
　　（５）自由選挙･･･自分の判断で自由に投票できる。
○選挙制度について（参議院中心でお願いします）
　・衆議院と参議院
　　衆議院は480人（任期4年）、参議院は242人（任期6年、3年ごとに半数を改選）。
今回の模擬選挙は参議院で行うので、242人の半数で121議席を選挙で選ぶことになる。
　　

　・参議院の選挙制度
　　（１）選挙区制･･･全国を都道府県ごとに分けて、選挙を行う。例えば東京では10人、神奈川では
6人が当選。73議席を争う。今回の模擬選挙では行わない。
　　（２）比例代表例･･･全国統一で行われる。政党、もしくは政党に所属する個人に投票。各政党の得票をドント方式（後述）にて分配し、獲得議席を決定。分配された議席は、政党があらかじめ用意した候補者名簿から、得票の多い順に当選を決定していく。48議席を争う。今回の模擬選挙で行う。
	・ドント方式…以下のように議席を分配

政党名
	Ａ党
	Ｂ党
	Ｃ党

	投票数
	１０００票
	７００票
	３００票

	1で割る
	①１０００
	②７００
	⑥３００

	2で割る
	③５００
	④３５０
	１５０

	3で割る
	　　⑤３３３．３３…
	２３３．33…
	１００

	4で割る
	２５０
	
	

	当選者数
	3人
	2人
	1人


　　　　得票数を1から割っていき、数の多い順に議席を分配。
　　　　ただし、参議院選挙におけるドント方式はやり方が違う。
○政党について
・政党…主義や政策について、同じ意見を持つ人々がその主義や政策の実現を目指してつくる組織・団体。
・与党…内閣を組織し、政権を担当する政党。現在は自由民主党と公明党による連立政権。

・野党…与党以外の党。与党を批判・監視する。民主党、共産党、社会民主党、新党日本、国民新党など。

・各政党のマニフェスト（各政党が選挙に際し、具体的数値目標や達成期限を明確化した公約）説明

※各政党の参議院選挙における政策・マニフェストは一覧表を用意します。

○選挙をめぐる諸課題、諸注意
・政治に無関心な若者の増加→投票率の低下（20～24歳の投票率は31．51％）
・公職選挙法について（ポスターへの落書き等は犯罪）
・1人でも棄権者が減り、投票率がＵＰするように生徒に選挙にいくことの大切さを伝えてやって下さい。
・参議院議員選挙模擬選挙は7月13日（答案返却日）の8時30～10時15分、12時～14時まで地下体育館にて行います。
